
実践⽉⽇ 5 ⽉ 20 ⽇
対象学年

○  
 
○
○  

 協⼒して解決する場⾯設定 考えを伝え合うことを通
して概念を形成させる

○
外部⼈材、先哲との対話設定

これまでの知識・理解だけでは
説明できない状況づくり

 
⾒通しをもたせる 新たな問いや課題や考え

を創造させる振り返りをさせる 授業における「問い」の焦点化

「主体的・対話的で深い学び」の実現状況 ※以下の項⽬を達成するための⼯夫ができたか

主体的な学び 対話的な学び 深い学び
興味・関⼼を⾼める ⼦ども同⼠の対話の場の充実 教科の⾒⽅・考え⽅を⽣

かす
○

粘り強く取り組ませる

状況
・⼀⼈学級のため，校内では同級⽣に伝えたり読んでもらうことができない
・情報の集め⽅や整理の仕⽅が他と⽐べられない
・同級⽣が説明したことを聞いたり，書いた⽂を読んだりすることができない

⼿⽴て
①動画やPDFで発表または作⽂を伝え合う
②マッピングやベン図などシンキングツールを⽤いた情報
 整理について，その過程も共有する

結果
・同級⽣の作⽂を分析し，情報の整理⽅法や構成，表現に関⼼をもつことができ
た
・同級⽣からの感想に喜び，伝える楽しさを味わうことができた
・どのような書き⽅がどのような印象を与えるか気付くことができた

中１ 国語 情報を整理して書こう 間接

⽬的： 読み⼿に伝わりやすい構成を考えて説明する（書く）ことができる
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